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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、美
咲
町
中
に
所
在
す
る
刀
八
神
社
所
蔵
の
大
般
若
波
羅
蜜
多
経（
以

下
、
大
般
若
経
と
称
す
）
九
〇
巻
に
関
す
る
調
査
報
告
で
あ
る
。

　

大
般
若
経
は
、
全
六
〇
〇
巻
と
い
う
大
部
の
経
典
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
変

地
異
や
外
敵
を
無
に
し
て
防
御
す
る
力
を
持
つ
攘
災
の
経
典
と
し
て
、
平
安
時

代
以
降
村
落
へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
（
1
）。
こ
の
た
め
大
般
若
経
は
、
村
落
社

会
で
長
く
護
持
さ
れ
て
お
り
、す
で
に
滋
賀
県
や
奈
良
県
で
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
報
告
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
2
）。
一
方
、
岡
山
県
で
は
、
井
原
市
野
上

町
に
所
在
す
る
千
手
院
所
蔵
の
大
般
若
経
二
〇
〇
帖
を
取
り
上
げ
た
、
首
藤
ゆ

き
え
氏
の
論
考
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
3
）。
し
か
し
、
本
稿
で
も
参
考
に

し
た
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
成
立
の
『
作
陽
誌
』（
4
）
に
は
、
美
作
西
部
の

寺
社
で
少
な
く
と
も
八
件
の
古
写
本
・
古
版
本
の
伝
来
が
記
載
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
多
く
の
大
般
若
経
が
護
持
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
、
金
田
総
代
長
を
始
め
刀
八
神
社
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
美
咲
町
教

育
委
員
会
の
御
協
力
に
よ
り
同
社
所
蔵
の
大
般
若
経
を
借
用
し
、
全
巻
の
調
査

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
調
査
概
要
の
報
告
と
と
も
に
、
そ
の
作

成
と
伝
来
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

一　

刀
八
神
社
の
歴
史
的
位
置

　

刀
八
神
社
は
祭
神
を
経
津
主
命
、
武
甕
槌
命
と
す
る
が
、
創
建
年
代
等
は
不

詳
で
あ
る
（
5
）。
現
存
す
る
社
殿
は
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。『
作
陽
誌
』
に
「
大
般
若
残
簡
皆
応
永
年
中
書
写
之
本
也
」

と
あ
り
、
今
回
報
告
す
る
大
般
若
経
九
〇
巻
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
『
作
陽
誌
』
に
よ
る
と
、刀
八
神
社
は
、大
宮
（
貴
布
祢
神
社
、津
山
市
桑
上
）・

天
神
社
（
戸
脇
神
社
、
津
山
市
戸
脇
）・
倭
文
神
社
（
津
山
市
油
木
北
）・
児
神

社
（
少
彦
名
神
社
、
津
山
市
油
木
北
）・
高
津
神
社
（
津
山
市
里
公
文
）、
そ
し

て
湯
田
八
幡
宮
（
美
咲
町
里
）
及
び
徳
尾
神
社
（
美
咲
町
西
川
上
）
と
と
も
に
、

「
倭
文
八
社
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
八
社
は
、賀
茂
別
雷
神
社
領
で
あ
っ

た
倭
文
荘
域
内
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
倭
文
荘
の
立
荘
時
期
や
成
立

事
情
は
不
詳
で
あ
る
が
、寿
永
三
（
一
一
八
四
）
年
四
月
の
源
頼
朝
下
文
案
（
賀

茂
別
雷
神
社
文
書
）
で
当
荘
を
含
む
賀
茂
別
雷
神
社
領
四
二
ヵ
所
に
対
す
る
武

士
の
狼
藉
停
止
を
命
じ
て
い
る
の
が
、
史
料
上
の
初
見
で
あ
る
。
荘
域
は
、
概

ね
旧
久
米
町
南
部
か
ら
東
部
の
倭
文
川
流
域
及
び
旧
旭
町
の
通
谷
川
北
側
で
、

現
在
の
津
山
市
戸
脇
（
旧
戸
脇
村
）、
桑
上
・
桑
下
（
旧
桑
村
）、
福
田
上
・
福

田
下
（
旧
福
田
村
）、
里
公
文
上
・
里
公
文
（
旧
里
公
文
村
）、
油
木
北
・
油
木
上
・

油
木
下
（
旧
油
木
村
）、
美
咲
町
北
・
南
（
旧
山
手
公
文
村
）、
里
・
中
（
旧
中

山
手
村
）、西
川
上
・
西
川
（
旧
奥
山
手
村
）
付
近
に
比
定
さ
れ
る
（
図
1
参
照
）。

美
咲
町
・
刀
八
神
社
所
蔵
の
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
に
つ
い
て�

岡
﨑
有
紀
　
横
山
　
定
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倭
文
八
社
で
は
「
倭
文
神
行
（
幸
）」
と
い
う
祭
礼
が
行
わ
れ
、
例
年
九
月

一
三
日
に
各
社
の
神
輿
が
桑
村
の
う
ち
幣
山
の
総
社
高
下
に
御
幸
し
て
い
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
よ
り
前
に
、
刀
八
神
社
、
湯
田
八
幡
宮
及
び
徳
尾
神
社
の

三
社
が
参
加
し
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
6
）。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
刀
八
神
社
の
所
在
し
た
山
手
村
は
、
ま
ず
中
山
手
村

と
奥
山
手
村
と
に
分
か
れ
、
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
に
は
中
山
手
村
が
中
山

手
里
村
・
中
山
手
奥
村
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
刀
八
神
社
は
中
山
手
奥
村
に
属

し
、
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
か
ら
同
七
年
ま
で
岡
山
藩
（
小
早
川
家
）
領
、

同
八
年
か
ら
元
禄
一
〇
（
一
六
九
七
）
年
ま
で
津
山
藩
（
森
家
）
領
、
同
一
一

年
か
ら
同
一
五
年
ま
で
幕
府
領
、
同
一
五
年
か
ら
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
ま

で
上
野
国
安
中
藩
（
内
藤
家
）
領
、
そ
し
て
同
年
に
あ
っ
た
内
藤
政
苗
の
三
河

国
挙
母
へ
の
転
封
に
伴
い
挙
母
藩
領
と
な
り
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。

二　

大
般
若
経
の
基
本
情
報

　

刀
八
神
社
の
大
般
若
経
は
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
子
装

で
、
九
〇
巻
が
現
存
す
る
。
現
状
で
は
、
大
般
若
経
は
九
巻
ご
と
に
経
帙
に
収

め
ら
れ
、
一
〇
の
経
帙
が
二
列
に
分
け
て
経
櫃
に
収
納
さ
れ
る
。
巻
数
は
、
全

六
〇
〇
巻
の
う
ち
、
巻
第
一
八
二
か
ら
巻
第
二
八
三
が
現
存
し
、
こ
の
う
ち
、

巻
第
一
八
八
、
巻
第
二
〇
八
、
巻
第
二
二
〇
、
巻
第
二
二
三
、
巻
第
二
二
五
、

巻
第
二
二
九
、
巻
第
二
三
三
、
巻
第
二
四
四
、
巻
第
二
五
〇
、
巻
第
二
六
五
、

巻
第
二
七
七
、
巻
第
二
八
一
の
計
一
二
巻
が
欠
巻
と
な
っ
て
い
る
。
大
般
若
経

の
中
に
は
補
填
の
た
め
写
経
・
版
経
を
混
合
し
た
り
、
時
代
の
異
な
る
も
の
を

補
完
す
る
例
も
あ
る
（
7
）
が
、
刀
八
神
社
の
九
〇
巻
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
制

作
当
初
の
も
の
で
あ
る
。

　

料
紙
は
楮
紙
で
、
黄
蘗
染
を
施
し
淡
茶
色
と
す
る
。
修
理
時
の
裏
打
が
数
か

所
あ
る
が
、
当
初
の
裏
打
は
な
い
。
表
紙
や
巻
紐
は
後
補
で
、
巻
紐
は
制
作
当

初
近
く
ま
で
遡
る
と
み
ら
れ
る
紐
が
大
多
数
を
占
め
る
が
、
江
戸
期
の
紐
が

一
〇
本
、
近
年
の
紐
が
一
六
本
あ
る
。
表
紙
は
薄
緑
色
で
雲
母
摺
り
す
る
。
文

様
等
は
施
さ
な
い
。
表
紙
の
外
題
は
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
」
と
直
書
し
、

下
端
に
巻
次
を
記
す
。
表
紙
は
全
て
後
補
で
あ
る
が
、
見
返
し
と
本
紙
の
間
な

ど
に
当
初
の
表
紙
の
一
部
分
を
転
用
す
る
巻
も
あ
る
（
写
真
3
︲
1
参
照
）。

そ
の
様
相
を
見
る
と
、
や
や
赤
み
が
か
っ
た
紙
で
小
さ
な
墨
点
を
全
体
に
散
ら

し
て
い
る
。
表
紙
見
返
し
に
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
修
理
時
の
施
主
者
な
ど
を

墨
書
す
る
。
巻
末
に
は
、
当
初
の
奥
書
が
五
四
巻
で
確
認
さ
れ
る
ほ
か
、
後
筆

の
奥
書
も
六
巻
中
に
見
ら
れ
る
。
内
容
の
詳
細
は
後
述
し
た
い
。
ま
た
、
軸
は

黒
漆
の
切
軸
で
、
合
軸
と
考
え
ら
れ
、
軸
首
の
直
径
は
約
一
㎝
で
あ
る
。
巻
第

二
四
八
は
後
補
の
軸
首
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
制
作
当
初
ま
で
遡
る
と
思
わ

れ
る
。

　

本
紙
は
墨
で
界
線
を
引
き
、
そ
の
内
に
写
経
す
る
。
界
線
の
い
く
つ
か
は
引

き
直
し
や
引
き
忘
れ
、
斜
め
引
き
な
ど
が
あ
り
、
慣
れ
て
い
な
い
者
が
手
掛
け

た
と
考
え
ら
れ
る
。
料
紙
裏
に
誤
っ
て
界
線
を
引
く
紙
も
あ
る
。
本
文
の
一
行

は
基
本
一
七
字
詰
で
、
一
紙
の
行
数
は
平
均
し
て
二
七
～
二
八
行
で
あ
る
。

　

次
に
、
寸
法
の
計
測
結
果
を
確
認
す
る
（
表
1
参
照
）。
一
巻
の
紙
数
は

一
六
～
一
九
枚
が
多
く
、
全
長
は
主
に
七
〇
〇
～
八
〇
〇
㎝
台
で
あ
る
。
本

紙
縦
の
長
さ
は
二
三
・
一
～
二
四
・
二
㎝
と
幅
広
い
が
、
過
半
数
が
二
三
・
七
～

二
三
・
八
㎝
に
収
ま
る
。
第
二
紙
の
横
幅
は
四
五
・
七
～
四
八
・
六
㎝
で
、
過
半
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数
が
四
七
・
三
～
四
七
・
九
㎝
で
あ
る
。
界
高
は
二
一
・
五
～
二
二
・
二
㎝
で
、

二
一
・
七
～
二
一
・
八
㎝
の
値
が
多
い
。界
幅
は
一
・
五
～
一
・
八
㎝
で
多
く
が
一
・

七
～
一
・
八
㎝
内
で
あ
る
。

　

ま
た
、
校
合
の
有
無
に
つ
い
て
、
各
巻
に
は
文
字
の
抜
け
が
見
ら
れ
る
ほ

か
、
第
二
一
七
巻
で
は
第
一
二
紙
末
尾
と
第
一
三
紙
の
冒
頭
で
文
字
の
重
複
が

あ
る
。
一
方
で
、
巻
第
一
八
六
や
巻
第
二
一
五
、
巻
第
二
二
七
な
ど
に
は
文
字

を
擦
り
消
し
修
正
し
た
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
当
初
の
作
業
と
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
校
合
の
有
無
は
執
筆
者
の
采
配
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
後
述
の
よ
う
に
修
理
時
に
は
一
部
補
筆
を
行
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
本
資
料
に
は
錯
簡
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
現
状
で
、
九
〇
巻
中
過

半
数
の
四
八
巻
に
錯
簡
が
あ
る
。
修
理
を
施
し
た
際
に
、
修
理
者
が
経
の
順
番

を
意
識
せ
ず
に
繋
げ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
糊
代
が
逆
に
な
っ
た
り
、
継
目

部
分
が
一
行
の
半
分
か
ら
数
行
欠
損
し
た
り
、
糊
幅
が
均
一
で
な
い
箇
所
が
見

ら
れ
る
の
は
、
こ
の
時
の
修
理
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
巻
中
の
一
～

三
紙
ほ
ど
が
、
別
の
巻
子
に
紛
れ
込
む
例
も
数
例
あ
り
、
例
え
ば
巻
第
一
八
六

で
は
巻
第
二
八
三
の
二
紙
を
、
巻
第
一
九
四
で
は
巻
第
二
三
四
と
巻
第
二
五
二

の
各
一
紙
ず
つ
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
紙
の
移
動
は
、
い
ず
れ
も
現
状

の
巻
子
内
（
巻
第
一
八
二
か
ら
巻
第
二
八
三
）
で
収
ま
る
こ
と
か
ら
、
修
理
時

に
は
現
存
す
る
九
〇
巻
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
巻
数
の
み
が
神
社
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
後
章
で
も
考
察
を
し
た
い
。

　

資
料
状
態
に
つ
い
て
は
、
一
、二
紙
の
欠
損
や
錯
簡
を
含
む
巻
が
多
い
ほ
か
、

随
所
に
糊
離
れ
、
茶
色
の
シ
ミ
が
あ
る
が
、
破
れ
や
皺
、
擦
れ
な
ど
は
少
な
く
、

調
査
番
号
九
〇
の
一
巻
を
除
い
て
比
較
的
良
く
残
存
し
て
い
る
。
転
読
な
ど
で

頻
繁
に
使
用
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
調
査
番
号
九
〇
は
外
題

に
「
二
百
十
一
」
と
墨
書
す
る
が
、
後
書
で
あ
り
、
中
身
と
も
一
致
し
な
い
た

め
別
巻
表
紙
の
転
用
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
身
は
、
見
返
し
と
二
紙
、
断
簡

一
巻
で
あ
る
。
二
紙
は
巻
第
二
四
二
の
欠
損
部
分
に
該
当
す
る
。
断
簡
は
後
補

の
和
紙
の
上
に
巻
第
二
〇
二
の
一
部
を
貼
り
重
ね
、
そ
の
上
に
経
典
の
断
片
を

重
ね
て
貼
り
付
け
る
。
断
片
は
、
筆
跡
や
内
容
か
ら
し
て
、
巻
第
二
〇
二
の
欠

損
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。

　

修
理
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
、
平
成
時
代
と
少
な
く
と
も
二
回
修
理
を
施

し
て
お
り
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
裏
打
や
補
修
痕
が
見
ら
れ
る
。
数
巻
の

表
紙
は
平
成
の
修
理
の
際
に
新
補
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
経
典
を
収
納
す
る
経
櫃
一
合
・
経
帙
一
〇
帙
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
、
経
櫃
を
見
て
い
こ
う
。

　

経
櫃
は
長
方
形
の
箱
身
に
被
蓋
が
付
く
形
式
で
あ
る
。
箱
身
の
各
面
と
蓋
の

側
面
は
檜
材
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
の
精
緻
な
柾
目
板
を
使
用
し
、
内
外
と
も
平

滑
に
仕
上
げ
る
。
柾
目
板
の
一
〇
㎝
内
の
年
輪
本
数
は
、
底
面
内
側
は
約
五
二

～
一
二
一
本
で
、
側
面
（
写
真
一
の
向
か
っ
て
左
側
面
内
側
）
は
約
六
八
～

一
〇
四
本
で
あ
る
。
蓋
の
上
面
は
板
目
の
一
枚
板
で
あ
り
、
品
質
か
ら
中
世
ま

で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
補
で
あ
る
。

　

箱
身
は
、
側
面
材
外
側
と
底
面
材
の
稜
線
を
几
帳
面
取
り
す
る
。
外
側
全
体

は
、透
き
漆
を
施
し
、面
取
り
部
分
は
黒
漆
を
重
ね
て
仕
上
げ
る
。不
詳
な
が
ら
、

黒
漆
の
下
に
は
布
貼
の
痕
跡
も
看
取
さ
れ
る
。
な
お
、
現
状
で
は
、
黒
漆
部
分

は
後
補
と
思
わ
れ
る
。
各
側
面
は
組
木
で
接
合
し
、
釘
の
痕
跡
は
な
い
。
底
面

は
透
き
漆
を
施
し
た
後
、
面
取
り
部
分
に
角
釘
を
打
ち
込
み
、
そ
の
上
に
黒
漆



6

を
重
ね
塗
っ
て
凹
凸
を
な
く
し
平
に
し
て
い
る
。
箱
身
の
脚
は
長
辺
に
四
本
、

短
辺
に
二
本
あ
り
、
切
れ
木
を
入
れ
て
箱
身
に
は
め
込
む
。
釘
を
打
っ
た
痕
跡

は
認
め
ら
れ
な
い
。
短
辺
の
脚
は
二
本
と
も
中
央
付
近
に
穴
を
設
け
る
。
紐
も

し
く
は
縄
を
か
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
各
脚
は
面
取
り
を
し
、
脚
裏
ま

で
黒
漆
を
塗
る
が
、
黒
漆
は
箱
身
同
様
に
後
補
と
思
わ
れ
る
。
反
り
は
お
と
な

し
い
。
底
面
下
に
は
、
長
辺
と
平
行
に
一
本
、
短
辺
と
平
行
に
二
本
の
、
計
三

本
の
桟
を
通
す
。
前
者
は
左
右
端
に
縦
一
・
四
㎝
、
横
二
・
〇
㎝
ほ
ど
の
楕
円
形

の
穴
を
施
す
。
脚
の
穴
同
様
に
紐
を
通
す
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
桟
木
の
一

本
は
板
目
板
を
使
用
す
る
。
箱
身
・
蓋
と
も
に
墨
書
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

寸
法
に
つ
い
て
、
箱
身
は
、
身
幅
六
九
・
〇
㎝
、
奥
行
四
七
・
〇
㎝
、
高
さ

四
〇
・
八
㎝
、
口
縁
部
幅
は
短
辺
が
〇
・
九
㎝
と
一
・
〇
㎝
で
、
長
辺
が
一
・
一
㎝

と
一
・
二
㎝
で
あ
る
。
ま
た
、
内
法
は
身
幅
六
七
・
一
㎝
、
奥
行
四
四
・
七
㎝
、

高
さ
三
九
・
八
㎝
で
あ
る
。
脚
の
長
さ
は
四
一
・
一
㎝
、
幅
は
上
端
が
二
・
五
㎝

で
地
付
き
部
分
は
五
・
〇
㎝
で
あ
り
、
下
に
向
か
い
広
が
る
形
状
で
あ
る
。
脚

を
含
む
箱
身
の
高
さ
は
四
八
・
九
㎝
で
あ
る
。

　

箱
蓋
の
側
面
は
内
外
と
も
透
き
漆
を
施
し
、
面
取
り
部
は
黒
漆
を
重
ね
塗

る
。
四
辺
に
そ
れ
ぞ
れ
五
本
の
角
釘
を
打
つ
。
箱
蓋
の
寸
法
は
、
幅
七
一
・
八

㎝
、
奥
行
五
〇
・
二
㎝
、
高
さ
九
・
三
㎝
、
口
縁
部
幅
一
・
二
㎝
で
、
内
法
は
幅

六
九
・
四
㎝
、
奥
行
四
七
・
八
㎝
、
高
さ
七
・
七
㎝
で
あ
る
。

　

経
櫃
の
状
態
は
良
好
で
、
虫
損
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
補
材
と
し
て
は
、
箱
身

の
長
辺
上
端
に
縦
二
・
五
㎝
、
横
六
七
・
一
㎝
の
長
方
形
の
材
や
、
反
対
側
の
長

辺
に
縦
四
・
〇
㎝
、
横
二
・
五
㎝
か
ら
五
・
五
㎝
の
台
形
の
材
が
あ
る
。

　

岡
山
県
下
に
お
け
る
経
櫃
の
事
例
と
し
て
は
、
倉
敷
市
・
般
若
院
（
経
典

と
と
も
に
倉
敷
市
指
定
重
要
文
化
財
）
や
、
瀬
戸
内
市
・
遍
明
院
（
康
応
元

〈
一
三
八
九
〉
年
銘
）、
備
前
市
・
真
光
寺
花
蔵
院
（
応
仁
二
〈
一
四
六
八
〉
年

銘
）、
井
原
市
・
千
手
院
な
ど
に
所
蔵
が
あ
る
（
8
）。
こ
の
う
ち
、
寸
法
や
柾
目

板
の
板
材
を
ほ
ぼ
全
面
に
使
用
す
る
点
か
ら
は
、
般
若
院
の
も
の
と
近
い
こ
と

が
分
か
る
。
般
若
院
の
経
櫃
は
収
め
ら
れ
て
い
た
経
典
が
応
長
二（
一
三
一
二
）

年
以
前
に
遡
る
と
さ
れ
る
（
9
）。
経
櫃
の
制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
形
状

は
一
見
し
て
優
雅
で
脚
の
反
返
り
の
お
と
な
し
さ
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代
ま
で

遡
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
経
典
の
制
作
年
代
で
あ
る
応
永
期
頃
の

制
作
と
し
て
お
く
。

　

経
帙
は
長
方
形
の
箱
で
、
一
〇
個
あ
り
、
経
櫃
内
に
二
列
に
分
け
て
収
納
さ

れ
て
い
る
。
側
面
材
と
一
枚
板
の
底
面
材
か
ら
成
り
、
い
ず
れ
も
柾
目
板
で
あ

る
。
側
面
材
外
側
と
底
面
材
の
稜
線
を
几
帳
面
取
り
す
る
。
各
帙
と
も
側
面
材

の
外
側
と
底
面
材
稜
線
に
は
透
き
漆
を
施
し
、
面
取
り
部
分
は
黒
漆
を
重
ね

て
仕
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
上
げ
方
は
経
櫃
と
同
様
で
あ
り
、
経
櫃
と
同

時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
帙
の
寸
法
は
、
縦
三
二
・
三
㎝
、
横

四
二
・
七
㎝
、
深
さ
五
・
八
㎝
、
板
の
厚
さ
〇
・
八
㎝
で
、
内
法
は
縦
三
〇
・
七
㎝
、

横
四
一
・
一
㎝
、
深
さ
四
・
七
㎝
で
あ
る
。
経
帙
の
側
面
に
は
「
三
百
内　

一
之

帙
」
か
ら
「
三
百
内　

十
之
帙
」
と
墨
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
は
巻
第

二
〇
一
か
ら
巻
第
三
〇
〇
ま
で
の
計
一
〇
〇
巻
を
、
一
〇
巻
ご
と
に
経
帙
に
収

納
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
巻
第
一
八
五
の
本
紙
裏

墨
書
に
「
二
百
内
九
帙
五
巻
」
と
記
す
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
現
状
で
は
当
初
の
収
納
数
、
巻
次
と
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
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三　

大
般
若
経
の
作
成
及
び
伝
来
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
大
般
若
経
の
書
写
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
書
写
者
に
つ
い
て
奥
書
に

は
、「
慶
円
」「
比
丘
（
釈
、
沙
門
）
光
憲
」「
金
資
良
導
」「
原
山
住
僧
禅
栄
房
」

「
自
空
」「
庄
田
住
人
在
家
者
□
□
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
5
～
7
、

9
、
11
参
照
）。
慶
円
は
巻
第
一
八
二
の
一
巻
、
光
憲
は
巻
第
一
九
一
か
ら
巻

第
二
〇
〇
の
一
〇
巻
、
良
導
は
巻
第
二
一
〇
の
一
巻
、
禅
栄
房
は
巻
第
二
二
一

か
ら
巻
第
二
三
〇
及
び
巻
第
二
四
一
（「
禅
」
の
み
）
の
八
巻
、
自
空
は
巻
第

二
七
一
の
一
巻
、「
庄
田
住
人
在
家
者
□
□
」
は
巻
第
二
八
三
の
一
巻
に
見
ら

れ
る
（
以
下
、
奥
書
に
関
し
て
は
表
2
参
照
）。
ま
た
、
筆
跡
等
か
ら
良
導
書

写
の
可
能
性
が
あ
る
巻
は
、
巻
第
二
六
七
か
ら
巻
第
二
七
〇
の
四
巻（
10
）、
同

じ
く
自
空
書
写
の
可
能
性
が
あ
る
巻
は
、
巻
第
二
三
一
か
ら
巻
第
二
四
〇
、
巻

第
二
四
五
か
ら
巻
第
二
四
九
、
巻
第
二
七
二
か
ら
巻
第
二
七
六
、
巻
第
二
七
八

及
び
巻
第
二
七
九
の
計
二
一
巻
あ
る（
11
）。

　

書
写
場
所
に
つ
い
て
奥
書
に
は
、
良
導
が
美
作
国
垪
和
荘
千
手
寺（
12
）及
び

備
前
国
長
田
荘
鶴
峯
村
高
松
山
福
王
寺（
13
）、
自
空
が
倭
文
荘
山
手
村
西
川
遍

照
寺（
14
）で
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
垪
和
荘
、
長
田
荘
は
ど
ち
ら
も
倭

文
荘
に
近
接
し
て
お
り
、
倭
文
荘
内
及
び
近
接
す
る
地
の
寺
院
が
中
心
と
な
っ

て
書
写
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
禅
栄
坊
が
住
僧
と
な
っ
て
い
た
「
原
山
」

も
倭
文
荘
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る
寺
院
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
良

導
は
千
手
寺
で
の
書
写
が
最
も
多
く
、
自
空
は
遍
照
寺
の
み
し
か
記
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
千
手
寺
、
遍
照
寺
の
僧
侶
で
自
坊
に
お
い
て
書
写

し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

書
写
時
期
に
つ
い
て
は
、
奥
書
か
ら
応
永
二
四
（
一
四
一
七
）
年
五
月
か
ら

同
二
六
年
八
月
の
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
、
光
憲
が
担
当

し
た
巻
第
一
九
一
か
ら
巻
第
二
〇
〇
ま
で
の
一
〇
巻
は
、
応
永
二
四
年
九
月

二
一
日
か
ら
一
〇
月
二
八
日
の
一
ヵ
月
余
り
で
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
禅
栄

房
が
担
当
し
た
巻
第
二
二
一
か
ら
巻
第
二
三
〇
ま
で
の
七
巻
は
、
応
永
二
四
年

六
月
上
旬
か
ら
一
〇
月
中
旬
に
か
け
て
の
四
ヵ
月
余
り
で
書
写
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
巻
第
二
五
一
か
ら
巻
第
二
六
〇
の
一
〇
巻
も
、
応
永
二
五
年
六
月
上
旬

か
ら
七
月
八
日
ま
で
の
約
一
ヵ
月
で
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
基
本
的
に
一
〇
巻
ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
書
写
者
や
書
写
時
期
が
不
明
な
巻
も
あ
る
こ
と
か
ら
断
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
巻
第
二
〇
四
と
巻
第
二
〇
五
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
巻
順

に
書
写
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
巻
尾
に
大
永
年
間
の
年
紀
が
あ
る
墨
書
が
、
巻
第
一
九
〇
、
巻
第

一
九
一
、
巻
第
一
九
八
、
巻
第
二
二
一
、
巻
第
二
五
九
、
巻
第
二
八
〇
に
見
ら

れ
る
。
本
文
と
は
異
筆
で
、
そ
の
内
容
か
ら
、
大
永
二
（
一
五
二
二
）
年
一
一

月
か
ら
書
写
が
行
わ
れ
、同
八
年
一
一
月「
経
校
」が
終
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
書
写
は
、
筆
跡
等
か
ら
全
文
の
書
写
で
は
な
く
、
経
文
の
欠
損
部
分
等
を

補
う
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
補
写
に
は
、
徳
蔵
坊
の
看
円
、
そ
し
て
大
永
三
年

か
ら
秀
海
、
同
六
年
か
ら
徳
蔵
坊
の
秀
尊
等
が
「
御
経
人
数
」
と
し
て
加
わ
っ

て
い
る
。
ま
た
勧
進
と
し
て
名
が
上
が
っ
て
い
る
祐
信
も
徳
蔵
坊
の
僧
侶
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
徳
蔵
坊
が
大
永
年
間
の
書
写
等
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
徳
蔵
坊
は
刀
八
神
社
の
別
当
と
さ
れ
て
お
り（
15
）、
巻
第
一
九
八
の

後
筆
奥
書
に
見
え
る
「
右
大
明
神
」
は
刀
八
神
社
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
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大
永
年
間
の
書
写
は
、
徳
蔵
坊
僧
侶
の
主
導
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

書
写
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
巻
第
二
一
四
に
「
以
摺
本
書
写
之
」（
写
真
10

参
照
）
と
あ
り
、
版
本
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
し
か
判
明
し
な
い
。
倭
文
荘

及
び
そ
の
周
辺
で
は
、
明
徳
三
（
一
三
九
二
）
年
に
足
利
義
満
か
ら
倭
文
荘
地

頭
職
・
公
文
職
を
宛
行
わ
れ
た
赤
松
顕
則
、
近
接
す
る
錦
織
村
光
禅
庵
住
持
比

丘
至
脱
（
永
和
二
〈
一
三
七
六
〉
年
）
の
名
が
見
え
る
刊
記
を
持
つ
版
本
大
般

若
経
が
存
在
す
る（
16
）こ
と
か
ら
、
版
本
大
般
若
経
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
ま
た
大
般
若
経
護
持
に
積
極
的
な
地
域
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
残
存
巻
に
関
し
て
検
討
す
る
。
第
二
章
で
詳
述
し
た
通
り
、
現
在
刀

八
神
社
に
は
巻
第
一
八
二
か
ら
巻
第
二
八
三
の
う
ち
九
〇
巻
が
残
存
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
唯
一
、
巻
第
二
〇
二
の
み
傷
み
が
激
し
く
欠
損
甚
大
で
、
他

の
巻
は
比
較
的
良
好
な
保
存
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
確
認
し
た
範
囲
で
は
、
巻

第
一
八
二
か
ら
巻
第
二
八
三
以
外
は
経
文
の
断
簡
等
は
全
く
残
存
し
て
い
な

い
。
よ
っ
て
現
状
か
ら
す
る
と
、
六
〇
〇
巻
の
う
ち
損
傷
等
に
よ
り
九
〇
巻
が

残
存
し
た
と
い
う
よ
り
、
も
と
も
と
九
〇
巻
若
し
く
は
そ
れ
に
近
い
巻
数
の
大

般
若
経
を
刀
八
神
社
が
所
蔵
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
巻
第
二
六
六
の
「
下
神
田
之
宮
御
経
也
」、
巻

第
二
六
七
の「
倭
文
庄
下
神
田
常
住
御
経
也
」の
文
言
で
、ど
ち
ら
も「
無
断
故
」

後
の
改
行
余
白
に
記
さ
れ
て
お
り
、
巻
第
二
六
六
は
最
初
の
改
行
余
白
、
巻
第

二
六
七
が
最
後
の
改
行
余
白
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
14
参
照
）。
両
巻
と
も
「
金

剛
資
良
導
」
が
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
元
に
な
っ
た
大
般
若

経
に
あ
っ
た
文
言
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
の
で
は
な
く
、
意
識
的
に
記
し
た
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
刀
八
神
社
に
あ
る
大
般
若
経
は
、
倭
文
荘
内
に
あ
っ
た

「
下
神
田
之
宮
」
常
住
の
大
般
若
経
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。「
下
神
田
之
宮
」

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
名
称
等
か
ら
刀
八
神
社
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
下
神
田
之
宮
」
常
住
の
大
般
若
経
六
〇
〇

巻
一
具
の
一
部
が
、
刀
八
神
社
に
分
与
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
般
若
経
の
分
与
が
起
こ
り
え
た
の
か
ど
う
か
に
関
し
、
江
戸

時
代
の
興
味
深
い
伝
承
が
『
旭
町
誌　

地
区
誌
』
一
四
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
刀
八
神
社
と
同
じ
旧
中
山
手
奥
村
に
所
在
し
、
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年

創
立
と
さ
れ
る
山
分
神
社
に
関
す
る
伝
承
で
あ
る
。
以
下
該
当
部
分
を
引
用
す

る
。

古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
山
分
神
社
は
、
遠
隔
の
地
域
の
関
係
で
刀
八
神
社

と
分
離
独
立
し
た
。
そ
の
時
、
宝
物
の
配
分
で
論
争
が
起
り
、
山
分
神
社

方
の
気
の
早
い
者
が
、
素
早
く
宝
物
の
御
経
本
数
巻
を
持
ち
出
し
、
刀
八

坂
（
羽
出
乢
、お
旅
所
へ
行
く
途
中
） 

の
路
傍
に
あ
る
岩
の
上
に
置
い
て
、

刀
八
神
社
で
の
大
論
争
の
声
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
。
論
争
に
勝
利
を
治

め
た
山
分
方
は
お
経
を
持
ち
帰
り
、
山
分
妙
見
宮
に
奉
納
し
て
い
た
が
、

の
ち
不
幸
に
も
落
雷
に
よ
り
社
殿
が
焼
失
し
、
御
経
本
も
な
く
な
っ
た
。

山
分
神
社
が
刀
八
神
社
か
ら
分
離
し
た
際
、
刀
八
神
社
所
蔵
の
大
般
若
経
が
分

割
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
伝
承
で
は
あ
る
が
、
何
ら
か
の
事
実
を
反
映

し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

　

な
お
、
文
中
の
「
路
傍
に
あ
る
岩
」
は
現
在
「
お
経
石
」
と
呼
ば
れ
、『
旭

町
誌　

地
区
誌
』
二
〇
二
頁
に
は
、「
刀
八
神
社
の
お
経
を
梁
瀬
神
社
へ
運
ぶ

途
中
で
、
そ
の
石
の
上
に
置
い
て
休
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
刀
八
神
社
か

ら
の
分
離
独
立
を
主
張
す
る
氏
子
が
、
お
経
を
盗
み
、
こ
の
石
の
上
に
置
い
て
、
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勝
ち
ど
き
を
上
げ
た
と
も
い
わ
れ
る
。」
と
あ
る
。
山
分
神
社
か
ら
梁
瀬
神
社

に
伝
承
が
置
き
換
わ
っ
て
い
る
が
、
梁
瀬
神
社
に
つ
い
て
は
、『
作
陽
誌
』
に

「
大
般
若
経
残
編
巻
末
書
曰
、
明
徳
三
年
孟
春
大
願
主
美
作
州
大
庭
郡
上
河
内

庄
皂
澤
庵
住
持
比
丘
昌
乾
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
刀
八
神
社
所
蔵
の
大
般
若
経

を
二
〇
年
以
上
遡
る
明
徳
三
（
一
三
九
二
）
年
の
「
大
般
若
経
残
編
」
が
江
戸

時
代
前
期
に
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
刀
八
神
社
所
蔵
の
大

般
若
経
と
一
連
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
梁
瀬
神
社
へ
の
大
般
若

経
分
割
を
め
ぐ
る
「
お
経
石
」
の
伝
承
形
成
に
関
係
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

　

さ
ら
に
第
一
章
で
も
触
れ
た
通
り
、
刀
八
神
社
は
湯
田
八
幡
宮
及
び
徳
尾
神

社
と
の
三
社
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
以
前
に
倭
文
八
社
で
行
っ
て
い
た
「
倭

文
神
行
（
幸
）」
に
参
加
し
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
禄
二

（
一
六
八
九
）
年
の
書
き
上
げ
控
に
あ
る
次
の
記
載
に
よ
っ
て
い
る（
17
）。

山
手
村
湯
田
八
幡
、
時
尾
大
明
神
、
藤
八
大
明
神
、
此
総
社
高
下
御
行
有

り
候
所
、
為
定
太
夫
御
神
楽
も
諸
事
裁
許
仕
候
、
備
前
代
之
節
江
原
三
之

亟
と
申
候
山
手
村
を
取
り
、
其
節
右
三
社
た
わ
き
り
被
分
候
よ
し

つ
ま
り
「
江
原
三
之
亟
（
丞
）」
が
山
手
村
を
領
有
し
た
際
に
、
倭
文
八
社
か

ら
刀
八
神
社
（
藤
八
大
明
神
）
等
三
社
が
「
た
わ
き
り
（
乢
切
り
ヵ
）」
に
分

離
し
た
と
し
て
い
る
。
江
原
三
之
丞
に
つ
い
て
は
、「
源
姓
江
原
旧
記
」（
18
）に「
親

次
甥
」
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。
江
原
氏
は
、
大
永
五
（
一
五
二
五
）
年
七

月
一
三
日
付
丹
治
久
清
寄
進
状
写（
19
）に
「
時
代
官
江
原
和
泉
守
佐
次
既
加
初

判
」
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
永
期
に
江
原
佐
次
が
倭
文
庄
の
代
官
識
を

獲
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
親
次
は
佐
次
の
孫
で
、
初
め
山
手
村
に
あ
っ
た
江

原
城
に
拠
っ
て
い
た
が
、
天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）
年
ご
ろ
笹
向
城
（
現
、
真

庭
市
三
崎
ほ
か
）
に
移
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
甥
の
三
之
丞
（
親
家
）

が
山
手
村
を
治
め
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
際
に
刀
八
神
社
な
ど
三
社
が
分
離
し
、

あ
わ
せ
て
大
般
若
経
も
分
与
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
各
巻
見
返
し
に
あ
る
墨
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
表
3
参
照
）。

墨
書
が
あ
る
「
再
施
主
」
と
「
弘
化
四
年
」
の
文
言
か
ら
、弘
化
四
（
一
八
四
七
）

年
に
大
般
若
経
の
修
理
を
行
っ
た
際
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
墨
書
に
よ
る
と
、

一
二
の
名
等
で
修
理
を
分
担
し
、
さ
ら
に
名
の
構
成
員
に
一
巻
か
ら
三
巻
ず
つ

割
り
当
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
名
の
担
当
す
る
巻
は
、
最
大
の
乗
清
名
二
二

巻
か
ら
行
成
名
の
一
巻
ま
で
差
異
が
あ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
定
本
名
で
見

返
し
に
記
さ
れ
た
分
担
巻
数
よ
り
二
巻
、
元
重
名
で
一
巻
多
く
修
理
を
受
け

持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

　

刀
八
神
社
で
は
、
宮
座
が
江
戸
時
代
以
降
も
祭
祀
に
関
与
し
、
寛
文
七

（
一
六
六
七
）
年
の
本
殿
再
建
時
の
棟
札
に
よ
る
と
、神
主
（
広
末
）、禰
宜
（
竹

谷
）
を
含
む
貞
元
・
篠
段
・
近
安
・
元
重
・
末
清
・
小
木
輪
・
薦
田
・
則
安
・

行
成
・
延
元
・
両
金
・
横
部
・
則
国
・
観
音
・
兼
安
の
座
衆
（
名
主
）
の
名
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
の
棟
札
に
は
奥
山
手

村
上
分
の
両
金
・
横
部
・
則
国
・
観
音
・
兼
安
の
名
主
五
人
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
五
つ
の
名
が
刀
八
神
社
の
座
衆
か
ら
除
か
れ
た
理
由
は
不
詳
で
あ

る
が
、
中
山
手
村
と
奥
山
手
村
の
分
離
が
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年
の
棟
札
に
よ
る
と
、
禰
宜
と
し
て
竹
谷
名
に
代
わ

り
則
清
名
が
座
衆
に
加
わ
っ
て
い
る（
20
）。
以
上
一
二
の
名
が
弘
化
四
年
に
修

理
の
分
担
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
名
が
江
戸
時
代
以
降
も
大
般
若
経
を
護
持

し
続
け
て
き
た
こ
と
が
分
か
る（
21
）。
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修
理
を
分
担
し
た
一
二
名
を
現
在
残
る
小
字
名
か
ら
比
定
す
る
と
、
行
成
・

則
安
（
乗
安
）・
元
重
・
末
清
・
篠
段
（
笹
ノ
旦
）
が
旧
中
山
手
里
村
（
美
咲

町
里
）、
薦
田
（
菰
田
）・
小
木
輪
（
小
際
）・
広
末
・
貞
元
（
定
元
）・
近
安
が

旧
中
山
手
奥
村
（
同
町
中
）
に
所
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
一
二

名
以
外
で
は
、「
北
村
友
重
」
の
「
北
村
」
は
旧
山
手
公
文
北
村
（
同
町
北
）
で
、

現
存
す
る
小
字
に
「
友
重
上
分
」
が
あ
る
。「
里
村
ぬ
く
い
」
は
旧
中
山
手
里

村
の
「
抜
井
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
畑
田
」
は
旧
中
山
手
里
村
の
「
畑
ヶ

田
」、「
里
村
を
う
ぞ
」
は
旧
中
山
手
里
村
の
「
大
蔵
」
の
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
刀
八
神
社
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
単
に
中
山
手
奥
村
だ
け
で

は
な
く
、
中
山
手
里
村
及
び
周
辺
域
を
含
ん
だ
地
域
の
氏
社
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
刀
八
神
社
の
大
般
若
経
は
、
江
戸
時
代
以

降
も
、
中
山
手
奥
村
、
中
山
手
里
村
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
広
が
る
旧
来
か
ら

の
名
組
織
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
刀
八
神
社
所
蔵
大
般
若
経
の
特
徴
を
改
め

て
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

刀
八
神
社
所
蔵
の
大
般
若
経
は
、倭
文
荘「
下
神
田
之
宮
」の
常
住
物
と
し
て
、

応
永
二
四
（
一
四
一
七
）
年
五
月
か
ら
同
二
六
年
八
月
に
か
け
書
写
さ
れ
、
こ

の
時
は
倭
文
荘
や
そ
の
周
辺
に
あ
る
寺
院
の
僧
侶
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
大
永
二
（
一
五
二
二
）
年
か
ら
同
八
年
に
か
け
て

補
写
等
の
再
整
備
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
は
刀
八
神
社
の
別
当
・
徳
蔵
坊
の
僧
侶

が
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
大
永
期
以
降
天
正
期
ご
ろ
ま

で
に
、
刀
八
神
社
に
九
〇
巻
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
数
の
大
般
若
経
が
分
与
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
刀
八
神
社
に
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
大
般

若
経
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
神
社
が
所
在
す
る
中
山
手
奥
村
だ
け
で
は
な
く

中
山
手
里
村
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
ま
た
が
る
宮
座
を
構
成
す
る
一
二
の
名
等

に
よ
り
護
持
さ
れ
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
、今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。

　

岡
山
県
内
の
大
般
若
経
調
査
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。今
後
調
査
・

研
究
が
進
む
中
で
、
村
落
社
会
、
構
成
員
と
の
関
わ
り
等
が
解
明
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

《
註
》

（
1
）　
『
大
般
若
経
の
世
界
』（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
、
一
九
九
五
年
）、『
き
の
く
に
の
大
般

若
経
―
わ
ざ
わ
い
を
は
ら
う
経
典
―
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
）。

（
2
）　
『
滋
賀
県
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
調
査
報
告
書　

一
』（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、一
九
八
九
年
）、

『
滋
賀
県
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
調
査
報
告
書　

二
』（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、一
九
九
四
年
）、『
奈

良
県
大
般
若
経
調
査
報
告
書　

一
』（
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）、『
奈
良
県
大
般

若
経
調
査
報
告
書　

二
』（
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）。

（
3
）　

首
藤
ゆ
き
え
「
千
手
院
所
蔵
の
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」『
吉
備
地
方
文
化
研
究
』
第
二
九
号
、

二
〇
一
九
年
。

（
4
）　
『
作
陽
誌
』
は
津
山
藩
（
藩
主
森
氏
）
に
よ
る
官
撰
領
国
地
誌
。
家
老
の
長
尾
隼
人
勝
明
が

編
纂
し
、
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
美
作
西
部
（
苫
南
郡
、
苫
西
郡
、
久
米
郡
南
分
、
久

米
郡
北
分
、
大
庭
郡
、
真
島
郡
）
の
み
が
完
成
し
た
。
原
本
が
伝
来
し
て
い
な
い
た
め
、
本

稿
で
は
、『
新
訂
作
陽
誌
』「
西
作
誌
」（
作
陽
古
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
～
一
九
一
四
年
）

に
拠
っ
た
。

（
5
）　
『
旭
町
誌　

地
区
誌
編
』（
旭
町
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
二
頁
。

（
6
）　
『
久
米
町
史
』
下
巻
（
久
米
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）
三
四
五
頁
。

（
7
）　

高
橋
正
隆
『
大
般
若
経
の
流
布
』
善
慶
寺
、
一
九
九
五
年
。

（
8
）　

井
原
市
・
千
手
院
の
経
櫃
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
3
）
首
藤
論
文
を
参
照
。
真
光

寺
の
寸
法
は
永
山
卯
三
郎
『
岡
山
県
金
石
史　

続
』（
岡
山
県
金
石
史
刊
行
会
、一
九
五
四
年
）

を
参
照
し
た
。
な
お
、真
光
寺
に
伝
来
す
る
経
櫃
は
同
形
同
大
の
箱
が
二
箱
あ
り
、年
紀
か
ら
、
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い
ず
れ
も
熊
山
霊
山
寺
戎
光
院
旧
蔵
で
あ
る
。

　
　
　
　

各
経
櫃
の
箱
身
の
寸
法
は
次
の
通
り
。

　
　
　

般
若
院
：
身
幅
六
九
・
〇
㎝
、
奥
行
四
九
・
五
㎝
、
高
さ
四
七
・
七
㎝

　
　
　

遍
明
院
：
身
幅
六
七
・
二
㎝
、
奥
行
五
五
・
〇
㎝
、
高
さ
三
六
・
五
㎝

　
　
　

真
光
寺
：
身
幅
三
七
・
〇
㎝
、
奥
行
四
六
・
一
㎝
、
高
さ
二
八
・
五
㎝

　
　
　

千
手
院
：
身
幅
七
四
・
五
㎝
、
奥
行
五
五
・
五
㎝
、
高
さ
四
八
・
〇
㎝

（
9
）　

倉
敷
市
史
研
究
会
編
『
新
修
倉
敷
市
史　

第
二
巻　

古
代
・
中
世
』（
倉
敷
市
、
一
九
九
九

年
）
八
一
六
頁
。

（
10
）　

良
導
は
巻
第
二
一
〇
の
み
に
署
名
が
見
え
る
が
、
巻
第
二
〇
一
か
ら
巻
第
二
一
〇
は
一
連

の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
巻
第
二
六
七
か
ら
巻
第
二
七
〇
は
千
手
寺
で
書
写
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
良
導
に
よ
る
書
写
と
推
定
し
た
。

（
11
）　

例
え
ば
自
空
は
、「
故
」
の
字
を
写
真
15
の
通
り
記
し
て
お
り
、
そ
の
点
な
ど
か
ら
自
空
の

書
写
と
推
定
し
た
。

（
12
）　

千
手
寺
は
、
美
咲
町
西
川
に
現
存
す
る
。

（
13
）　

長
田
荘
鶴
峯
村
は
、津
高
郡
豊
岡
村
（
現
在
の
吉
備
中
央
町
豊
岡
上
、豊
岡
下
、小
森
、高
富
）

周
辺
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
に
高
松
山
福
王
寺
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
高
松
山
と
い
う

名
称
の
山
は
近
接
し
た
同
町
船
津
に
あ
る
。

（
14
）　

倭
文
荘
山
手
村
西
河
（
西
川
）
に
あ
っ
た
遍
照
寺
は
現
存
し
て
い
な
い
。

（
15
）　
『
旭
町
誌　

通
史
編
』（
旭
町
、
一
九
九
九
年
）
四
四
八
頁
。

（
16
）　

藤
田
励
夫
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
版
本
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
に
関
す
る
研
究
―
い
わ
ゆ

る
『
祟
永
版
』
と
『
東
福
寺
版
』
を
中
心
に
―
」『
M
u
s
e
u
m
』
六
六
〇
号
、二
〇
一
六
年
。

（
17
）　
『
久
米
町
史
』
下
巻
三
四
四
頁
～
三
四
五
頁
所
収
貴
布
祢
神
社
文
書
。

（
18
）（
19
）　

藤
井
駿
ほ
か
編
『
岡
山
縣
古
文
書
集
』
第
四
輯
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
）
所

収
幻
住
寺
文
書
。

（
20
）　

前
掲
註
（
15
）
書
四
五
一
頁
～
四
五
二
頁
参
照
。

（
21
）　

明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
成
立
の
「
刀
八
神
社
座
作
記
録
」
に
よ
る
と
、
別
当
の
江
原

寺
名
も
座
衆
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
は
一
三
名
で
座
衆
が
構
成
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
註
（
15
）
書
四
五
二
頁
～
四
五
三
頁
参
照
。
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番
号

経
帙

巻
本

紙
第

2
紙

長
界

線
錯

簡
等

年
紀

筆
者

筆
写

場
所

竪
長

全
長

紙
数

高
幅

1
1

182
23.2 

747.5 
16 

47.6 
21.6 

1.7 1→
2→

9→
10→

5→
6→

3→
4→

7→
8→

11～
16

慶
円

2
1

183
23.8 

749.2 
17 

47.7 
21.5 

1.7 1～
5→

11→
12→

6
～

8→
14→（

1行
欠

損
）→

13→
9→

10→
15

～
17

3
1

184
23.9 

682.6 
15 

46.3 
21.7 

1.7 1→（
1行

欠
損

）→
4→

6→（
1行

欠
損

）→
5→（

1行
欠

損
）→

7～
14→（

継
ぎ

目
半

分
欠

損
）→

2→
3→（

継
ぎ

目
半

分
欠

損
）→

15

4
1

185
23.8 

764.8 
17 

47.8 
21.8 

1.8 （
無

）

5
1

186
23.8 

866.1 
20 

48.6 
21.6 

1.5 1
～

13→
16～

20 
（

第
14紙

、
第

15紙
は

巻
283）

応
永

24年
10月

6日

6
1

187
23.3 

785.1 
17 

47.7 
21.8 

1.8 1
～

5→
10→

11→
6～

9→
12～

17

7
1

189
23.8 

652.2 
15 

47.9 
21.8 

1.7 （
無

）

8
1

190
23.8 

738.9 
16 

48.5 
21.6 

1.8 （
無

）

9
1

191
23.8 

751.2 
16 

48.0 
21.8 

1.7 （
無

）
応

永
24年

9月
21日

比
丘

光
憲

10
2

192
23.8 

753.8 
16 

47.8 
21.8 

1.7 1→
4～

10→
2→

3→
11～

16
応

永
24年

9月
26日

比
丘

光
憲

11
2

193
23.7 

705.5 
15 

47.8 
22.0 

1.8 1→
12→

13→
4→

5→
9～

11→
2→

3→
7→

8→
6→

14→
15

応
永

24年
9月

30日
比

丘
光

憲

12
2

194
23.6 

883.0 
19 

第
6紙

47.4
21.7 

1.7 1→（
1行

欠
損

）→
4～

19 
（

第
2紙

は
巻

234、
第

3紙
は

巻
252）

応
永

24年
10月

6日
釈

光
憲

13
2

195
23.4 

814.5 
18 

47.6 
21.7 

1.7 （
無

）
応

永
24年

10月
12日

光
憲

14
2

196
24.1 

809.2 
18 

47.8 
21.8 

1.8 （
無

）
応

永
24年

10月
17日

比
丘

光
憲

15
2

197
23.8 

739.8 
16 

47.9 
21.7 

1.7 （
無

） 
（

※
第

9紙
終

わ
り

数
文

字
欠

損
）

応
永

24年
10月

21日
沙

門
光

憲

16
2

198
23.2 

858.6 
19 

47.6 
21.6 

1.7 （
無

）、
第

19紙
は

後
補

紙
応

永
24年

10月
24日

比
丘

光
憲

17
2

199
23.8 

815.8 
18 

47.5 
21.7 

1.8 （
無

）
応

永
24年

10月
27日

比
丘

光
憲

18
2

200
23.8 

731.5 
16 

47.5 
21.8 

1.8 （
無

）
応

永
24年

10月
28日

釈
光

憲

19
3

201
23.8 

768.8 
18 

47.8 
21.6 

1.8 1→
14→

16→
2→

3→
12→

13→
4～

7→
15→

8～
11→

17→
18

応
永

24年
閏

5月
20日

20
3

203
23.7 

793.6 
17 

47.5 
21.8 

1.7 1→
4～

15→（
1行

欠
損

）→
2→

3→
16→

17

表
1

　
法

量
等

一
覧

　
法

量
の

単
位

は
㎝
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番
号

経
帙

巻
本

紙
第

2
紙

長
界

線
錯

簡
等

年
紀

筆
者

筆
写

場
所

竪
長

全
長

紙
数

高
幅

21
3

204
24.2 

727.8 
17 

第
4紙

47.6
21.5 

1.7 1→
2→

10～
15→

3～
9→

16→
17

応
永

24年
7月

17日
作

州
垪

和
庄

千
手

寺

22
3

205
23.6 

812.5 
17 

47.7 
21.6 

1.7 1→
2→

10→
11→

3～
9→

12～
17

応
永

24年
6月

27日
備

州
長

田
庄

鶴
峯

村
内

高
松

山
福

王
寺

23
3

206
23.8 

815.9 
19 

47.6 
21.5 

1.7 1→
16→（

1行
欠

損
）→

4→（
2行

欠
損

）→
2→

3→
7

～
11→

（
1行

欠
損

）→
12→

13→
5→（

1行
欠

損
）→

6→（
1行

欠
損

）
→

14→
15→（

1行
欠

損
）→

17～
19

応
永

24年
8月

18日

24
3

207
23.6 

711.0 
16 

第
3紙

47.5
21.5 

1.6 1→（
1行

欠
損

＋
3枚

欠
損〈

巻
224の

第
3紙

、
第

5紙
、

第
6紙

〉）
→

2～
6→

13→
14→

11→
12→

9→
10→

7→
8→

15→
16

25
3

209
23.8 

798.6 
17 

47.5 
21.7 

1.8 1～
3→

6→
7→

4→
5→

8～
17

応
永

24年
9月

15日

26
3

210
23.6 

838.9 
18 

47.8 
21.6 

1.7 1～
4→

6～
14→

5→
17→

15→
16→

18
応

永
24年

9月
22日

金
資

良
導

作
州

垪
和

千
手

寺
東

琳
坊

27
3

211
23.9 

866.6 
19 

47.9 
21.5 

1.7 （
無

） 
（

※
第

3紙
と

第
4紙

の
間

に
欠

損
あ

り
）

28
4

212
23.7 

979.4 
22 

47.7 
21.8 

1.8 1→
2→

18～
20→

3～
15→

21→
22

 （
第

16紙
、

第
17紙

は
巻

232）

29
4

213
23.9 

739.4 
17 

48.0 
21.7 

1.8 1～
3→

13→
14→

11→
12→

4～
10→

15～
17

30
4

214
23.8 

772.9 
17 

47.1 
21.8 

1.8 1→
2→

5→
6→

3→
4→（

6行
欠

損
）→

7～
17 

（
※

14紙
2行

目
抜

け
あ

り
）

31
4

215
23.9 

704.6 
15 

48.1 
21.7 

1.7 （
無

）

32
4

216
23.8 

666.3 
15 

47.9 
21.5 

1.7 1～
4→（

2紙
欠

損
）→

5～
15

33
4

217
23.7 

773.9 
17 

47.3 
21.9 

1.7 （
無

） 
（

※
4紙

5紙
継

ぎ
目

直
前

1行
欠

損
。

12紙
末

尾
13紙

冒
頭

68
文

字
重

複
）

34
4

218
23.8 

823.0 
18 

47.5 
21.6 

1.7 1～
15→（

1行
欠

損
）→

17→
16→

18

35
4

219
23.8 

814.0 
18 

47.7 
21.7 

1.7 1→（
1紙

＋
2行

欠
損

）→
2

～
8→

11～
15→

9→
10→

16～
18

36
4

221
23.2 

708.1 
16 

47.9 
21.9 

1.7 （
1紙

欠
損

）→
1→

2→
9～

13→
3～

8→
14～

16
応

永
24年

6月
中

旬
原

山
住

僧
禅

栄
房

37
5

222
23.6 

753.0 
17 

47.4 
21.9 

1.7 （
無

）
応

永
24年

6月
中

旬
原

山
住

僧
禅

栄
房

38
5

224
23.8 

831.2 
19 

47.6 
21.7 

1.8 1→
8→

2→
7→

4→（
2行

欠
損

）→
9～

19 
（

第
3紙

、
第

5紙
、

第
6紙

は
巻

207）
応

永
24年

7月
下

旬
原

山
住

僧
禅

栄
房
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番
号

経
帙

巻
本

紙
第

2
紙

長
界

線
錯

簡
等

年
紀

筆
者

筆
写

場
所

竪
長

全
長

紙
数

高
幅

39
5

226
23.8 

720.7 
18 

47.4 
21.8 

1.8 1→
2→

13→（
1行

欠
損

）→
11→

12→
3→（

1行
欠

損
）→

8
～

10→（
1行

欠
損

）→
4～

7→
16→

14→
15→（

11行
欠

損
〈

巻
278の

第
14紙

〉）→
17

応
永

24年
9月

中
旬

原
山

住
僧

禅
栄

40
5

227
23.9 

838.9 
18 

47.7 
21.8 

1.7 （
無

）
応

永
24年

10月
原

山
住

僧
禅

栄
房

41
5

228
23.8 

778.8 
17 

47.6 
21.7 

1.8 1→
2→

5～
8→

3→
4→（

1行
欠

損
）→

9～
17

応
永

24年
10月

原
山

住
僧

禅
栄

房

42
5

230
23.8 

742.8 
17 

47.9 
22.0 

1.8 1～
3→

11→
12→

4～
10→

13～
17

応
永

24年
10月

中
旬

原
山

住
僧

禅
栄

房

43
5

231
23.1 

766.8 
17 

48.0 
21.6 

1.8 （
無

）

44
5

232
23.9 

747.1 
16 

47.9 
21.8 

1.8 1～
3→

5～
8→（

1行
＋

2紙
欠

損〈
巻

212の
第

16紙
、

第
17

紙
〉）→

9～
12→（

4行
欠

）→
13～

16 
（

第
4紙

は
巻

219)

45
5

234
23.2 

736.4 
17 

47.8 
21.5 

1.8 1→（
1行

＋
1紙

欠
損〈

巻
194の

第
2紙

〉）→
2～

17

46
6

235
23.7 

742.6 
18 

45.8 
21.8 

1.7 1→（
1行

欠
損

）→
3→

6→（
1行

欠
損

）→
2→（

1行
欠

損
）→

7
～

14→
5→（

1行
欠

損
）→

4→
15～

17 
（

※
こ

の
ほ

か
に

も
部

分
的

に
欠

損
あ

り
）

47
6

236
23.8 

808.6 
19 

47.4 
21.7 

1.7 1～
10→

12～
15→

11→
16～

19

48
6

237
24.2 

820.3 
19 

47.9 
21.7 

1.7 1～
13→

16～
18→

14→
15→（

1行
欠

損
）→

19

49
6

238
23.8 

751.6 
16 

47.6 
21.8 

1.8 1～
13→（

1紙
欠

損
）→

14～
16

50
6

239
24.0 

788.8 
19 

48.3 
21.6 

1.7 1→
4→

3→
2→

5→（
1紙

欠
損

ヵ
）→

6～
19

51
6

240
23.7 

739.0 
16 

47.7 
21.8 

1.8 （
無

）

52
6

241
23.7 

730.0 
16 

47.1 
21.8 

1.8 1～
5→

15→
6

～
14→

16
応

永
25年

7月
禅（

禅
栄

房
ヵ

）

53
6

242
23.3 

725.3 
16 

47.4 
21.8 

1.8 1→
8～

15→
2～

7→（
1紙

欠
損

）→
16 

（
※

番
号

90内
に

欠
損

部
分

あ
り

）

54
6

243
23.8 

789.3 
18 

47.3 
21.8 

1.7 （
無

）

55
7

245
23.1 

797.7 
17 

48.2 
21.7 

1.8 （
無

）
応

永
26年

7月
6日

56
7

246
23.8 

747.1 
16 

47.5 
21.7 

1.8 （
無

）
応

永
26年

7月
20日

57
7

247
23.6 

783.6 
17 

46.9 
21.9 

1.8 （
無

）
応

永
26年

8月
上

旬

58
7

248
23.8 

514.0 
11 

47.2 
21.8 

1.8 1～
11→（

以
下

欠
損

）

59
7

249
23.8 

798.8 
18 

47.5 
21.8 

1.7 （
無

）
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番
号

経
帙

巻
本

紙
第

2
紙

長
界

線
錯

簡
等

年
紀

筆
者

筆
写

場
所

竪
長

全
長

紙
数

高
幅

60
7

251
23.7 

890.2 
19 

46.6 
21.7 

1.8 1→
2→（

1行
欠

損
）→

3～
7→（

1行
欠

損
）→

8～
19

応
永

25年
6月

上
旬

61
7

252
23.9 

785.9 
17 

47.5 
22.0 

1.8 1→
4→

14→（
1行

欠
損

）
→

5～
8→

2→
3→（

1紙
欠

損
）

→
10～

13→（
1行

欠
損

）→
9→

15～
17

応
永

25年
6月

14日

62
7

253
23.7 

765.4 
17 

47.2 
22.1 

1.8 （
無

）
応

永
25年

6月
吉

日

63
7

254
24.0 

814.3 
18 

47.4 
22.0 

1.8 （
無

）
応

永
25年

6月
18日

64
8

255
23.7 

796.2 
18 

47.6 
21.8 

1.8 1～
3→

8→
9→

6→
7→

4→
5→

10～
18

応
永

25年
6月

21日

65
8

256
23.8 

694.1 
15 

46.9 
22.0 

1.8 （
1紙

欠
損

）→
1～

6→
14→

12→
13→（

1行
欠

損
）→

9～
11→

7→
8→

15
（

欠
損

）
6月

23日

66
8

257
23.8 

790.8 
18 

47.3 
22.0 

1.8 1→
8→

9→（
1行

欠
損

）→
2～

5→（
18文

字
欠

損
）→

6→
7→

10～
18

応
永

25年
6月

26日

67
8

258
23.7 

788.8 
17 

47.4 
21.7 

1.8 （
無

）
応

永
25年

6月
28日

68
8

259
23.9 

807.5 
19 

47.1 
22.0 

1.7 1～
3→

12→
11→

9→
5→

6→（
1行

欠
損

）→
10→

7→
8→

4→
13～

19
応

永
25年

7月
4日

69
8

260
23.8 

757.2 
17 

46.5 
22.1 

1.8 1→
2→（

1行
欠

損
）→

15→（
1行

欠
損

）→
10→

5～
9→

14
→

12→
13→（

1行
欠

損
）→

3→
4→

11→（
1行

欠
損

）→
16

→
17

応
永

25年
7月

8日

70
8

261
23.8 

755.0 
18 

三
紙

47.5
21.7 

1.8 1
～

4→
11→

8～
10→

12→
13→

5～
7→

14～
18

71
8

262
23.7 

750.1 
17 

47.9 
21.7 

1.7 （
無

）

72
8

263
23.7 

763.7 
17 

47.8 
21.5 

1.8 1→
14～

16→
9→

10→
2

～
4→

8→
9→

5～
7→

11～
13→

17
応

永
25年

1月
23日

73
9

264
23.8 

730.8 
17 

五
紙

47.9
21.7 

1.8 （
無

）

74
9

266
23.8 

861.0 
19 

48.0 
22.2 

1.8 1→
2→

10
～

15→
3

～
9→

16
～

19

75
9

267
23.6 

897.4 
20 

47.4 
21.8 

1.8 1
～

7→
11

～
19 （

※
第

8紙
～

第
10紙

は
巻

272）
応

永
25年

6月
10日

作
州

垪
和

賀
陽

谷
千

手
寺

76
9

268
23.6 

779.1 
17 

47.3 
21.9 

1.8 （
無

）
応

永
25年

6月
15日

77
9

269
23.3 

810.5 
18 

47.4 
22.0 

1.8 1→
10→

11→
2

～
9→

12～
18

応
永

25年
8月

4日
作

州
垪

和
庄

西
方

千
手

寺

78
9

270
23.7 

778.9 
18 

46.3 
22.0 

1.7 1～
10→（

1行
欠

損
）→

12→（
1行

欠
損

）→
11→（

1行
欠

損
）

→
13～

18
応

永
25年

8月
8日

金
剛

資
□

□
作

州
垪

和
千

手
寺

東
琳

坊

79
9

271
23.5 

794.7 
18 

46.9 
21.8 

1.8 （
無

）
応

永
25年

3月
26日

自
空

倭
文

庄
山

手
西

河
於

遍
照

寺



16

番
号

経
帙

巻
本

紙
第

2
紙

長
界

線
錯

簡
等

年
紀

筆
者

筆
写

場
所

竪
長

全
長

紙
数

高
幅

80
9

272
23.6 

599.8 
13 

47.3 
22.0 

1.7 1～
6→（

2行
＋

1紙
欠

損〈
巻

267の
第

10紙
〉）→

9～
11→

（
1行

欠
損

）→
7→

8→（
２

紙〈
第

267の
第

8紙
・

第
9紙

〉＋
1

行
欠

損
）→

12→
13

応
永

25年
4月

6日

81
9

273
23.9 

779.1 
17 

47.1 
22.0 

1.7 1→
12→

2～
11→

13～
17

応
永

25年
4月

17日

82
10

274
23.7 

771.2 
17 

45.7 
21.9 

1.7 1～
13→（

1行
欠

損
、

書
写

忘
れ

ヵ
）→

14～
17

83
10

275
23.6 

773.4 
17 

47.5 
21.9 

1.8 （
無

）

84
10

276
23.7 

806.4 
18 

47.5 
22.0 

1.7 1→
11→

7～
10→

12～
14→

2～
5→

15
～

18
応

永
25年

8月
3日

85
10

278
23.6 

761.8 
18 

47.4 
21.8 

1.8 （
1紙

欠
損

）→
2～

4→
15～

17→
5→

1→
12→

13→
8～

11
→

6→
7→

18 （
※

第
14紙

は
巻

226）
応

永
25年

9月
2日

86
10

279
23.7 

710.4 
18 

47.0 
21.6 

1.7 （
無

）
応

永
26年

2月
2日

87
10

280
23.8 

796.5 
19 

46.9 
21.5 

1.7 （
無

）

88
10

282
23.8 

850.6 
20 

47.3 
21.7 

1.7 1～
14→

16～
18→

15→
19→

20

89
10

283
23.6 

827.2 
20 

47.3 
21.8 

1.8 1→（
2行

欠
損

）→
3～

7→（
2紙〈

巻
186の

第
14紙

、
第

15
紙

〉＋
1行

欠
損

）→
10～

14→
8→

2→（
1行

欠
損

）→
15～

18→
9→

19→
20

応
永

25年
5月

14日
庄

田
住

人
在

家
者

□
□

90
10

202
ヵ

23.5 
21.9 

1.8 （
主

に
巻

202、
一

部
巻

242あ
り

）
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図
1

 刀
八

神
社

周
辺

図
（

国
土

地
理

院
ウ

ェ
ブ

サ
イト

〈
https://m

apps.gsi.go.jp/m
apl:b Search.do#1〉

の
地

図
を

一
部

改
変

）

番
号

経
帙

巻
本

紙
第

2
紙

長
界

線
錯

簡
等

年
紀

筆
者

筆
写

場
所

竪
長

全
長

紙
数

高
幅

80
9

272
23.6 

599.8 
13 

47.3 
22.0 

1.7 1～
6→（

2行
＋

1紙
欠

損〈
巻

267の
第

10紙
〉）→

9～
11→

（
1行

欠
損

）→
7→

8→（
２

紙〈
第

267の
第

8紙
・

第
9紙

〉＋
1

行
欠

損
）→

12→
13

応
永

25年
4月

6日

81
9

273
23.9 

779.1 
17 

47.1 
22.0 

1.7 1→
12→

2～
11→

13～
17

応
永

25年
4月

17日

82
10

274
23.7 

771.2 
17 

45.7 
21.9 

1.7 1～
13→（

1行
欠

損
、

書
写

忘
れ

ヵ
）→

14～
17

83
10

275
23.6 

773.4 
17 

47.5 
21.9 

1.8 （
無

）

84
10

276
23.7 

806.4 
18 

47.5 
22.0 

1.7 1→
11→

7～
10→

12～
14→

2～
5→

15
～

18
応

永
25年

8月
3日

85
10

278
23.6 

761.8 
18 

47.4 
21.8 

1.8 （
1紙

欠
損

）→
2～

4→
15～

17→
5→

1→
12→

13→
8～

11
→

6→
7→

18 （
※

第
14紙

は
巻

226）
応

永
25年

9月
2日

86
10

279
23.7 

710.4 
18 

47.0 
21.6 

1.7 （
無

）
応

永
26年

2月
2日

87
10

280
23.8 

796.5 
19 

46.9 
21.5 

1.7 （
無

）

88
10

282
23.8 

850.6 
20 

47.3 
21.7 

1.7 1～
14→

16～
18→

15→
19→

20

89
10

283
23.6 

827.2 
20 

47.3 
21.8 

1.8 1→（
2行

欠
損

）→
3～

7→（
2紙〈

巻
186の

第
14紙

、
第

15
紙

〉＋
1行

欠
損

）→
10～

14→
8→

2→（
1行

欠
損

）→
15～

18→
9→

19→
20

応
永

25年
5月

14日
庄

田
住

人
在

家
者

□
□

90
10

202
ヵ

23.5 
21.9 

1.8 （
主

に
巻

202、
一

部
巻

242あ
り

）
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表
2
　
見
返
し
墨
書
、
奥
書
等
一
覧

巻
数

本
紙
裏
墨
書

見
返
し
墨
書

当
初
奥
書

後
筆
奥
書

1
一
八
二

近
安
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

六
太
郎
／
応
永
廿
五
年

よ
り
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

慶
円

2
一
八
三

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
再
施
主
壱
巻　

芳
太
郎
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
二
百
廿
七
歳
ニ
也

3
一
八
四

乗
安
名
三
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

種
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

4
一
八
五

（
巻
末
裏
） 「
二
百
内
九
秩
五
巻
」

笹
ノ
旦
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

礒
五
郎
／
応
永
廿
五

年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

5
一
八
六

（
第
一
紙
裏
・
巻
末
裏
） 「
二
百
内
九
秩

六
巻
」

菰
田
名
十
一
ノ
内
／
壱
巻　

再
施
主　

隣
三
郎
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二
丁

二
酉

拾
月
六
日

6
一
八
七

（
第
一
紙
裏
） 「
二
百
内
九
□
七
巻
」

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
亀
五
郎
／
応

永
廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
歳
ニ
四
百
廿
七
年

7
一
八
九

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
八
五
郎
／
応

永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年

8
一
九
〇

応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也
／ 

末
清
名
八
巻

之
内
／
壱
巻　

再
施
主
石
蔵　
※
１

権
少
僧
都
祐
真
又
寅
歳
／
蓮
尺
同
箱
尾
之
願
主
敬
白
／
大
永

三
年
癸未

菊
月
六
日

9
一
九
一

里
村
を
う
ぞ
／
三
巻
之
内　

壱
巻　

再
施
主
杉
三
左
門
／
応
永

廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

于
時
応
永
廿
四
暦
菊
月
廿
一
日　

比
丘
光
憲
謹
書

右
勧
進
衆
徳
蔵
坊
秀
尊
／
同
祐
真
并
旦
那
弘
未　

未
歳
敬
白

／
右
同
子
歳
辰
歳
同
□
寄
進
召
ナ
リ
／
大
永
八
年
戊子

十
一
月
三

日

10
一
九
二

定
本
名
四
巻
之
内
／
三
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
市
之
丞
／
応
永

廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
四
百
廿
七
年
ニ
也

于
時
応
永
廿
四
丁酉

菊
月
廿
六
日　

比
丘
光
憲
書

11
一
九
三

菰
田
名
ノ
内
十
一
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
若
狭
／
応

永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也　
※
２

于
時
応
永
廿
二
丁

二
酉

菊
月
晦
日　

比
丘
光
憲
書

12
一
九
四

元
重
名
中
三
巻
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
四
百
廿
七
年
也 

※
３

于
時
応
永
念
二
丁

二
酉

十
月
初
六
日　

釈
光
憲
書

13
一
九
五

小
木
輪
／
壱
巻　

再
施
主
安
五
郎
／
応
永
廿
五
年
弘
化
四
年
ニ

四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
四
年
丁酉

十
月
十
二
日　

光
憲
書

14
一
九
六

近
安
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主
岩
太
郎
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

于
時
応
永
廿
二二

初
冬
十
七
日　

比
丘
光
憲
書
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巻
数

本
紙
裏
墨
書

見
返
し
墨
書

当
初
奥
書

後
筆
奥
書

15
一
九
七

末
清
名
八
巻
之
内
／
（
欠
損
）
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ

四
百
廿
七
年
ニ
也

于
時
応
永
廿
二二

暦
丁酉

孟
冬
月
廿
一　

沙
門
光
憲
書

16
一
九
八

近
安
名
七
巻
之
内
（
以
下
欠
損
）

応
永
廿
四
年
孟
冬
廿
四
日　

比
丘
光
憲
書  

右
大
明
神
御
経
校
勧
進
沙
門
秀
尊
并
祐
信
房
真
上
／
一
結
衆

旦
那
未
歳
敬
白　

大
永
八
十
一
月
三
日

17
一
九
九

菰
田
名
十
一
ノ
内
／
壱
巻　

再
施
主　

兵
治
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二二

年
孟
冬
廿
七
日　

比
丘
光
憲
書

18
二
〇
〇

定
本
名
／
三
巻
之
内　

再
施
主
／
応
永
廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
年
ニ

四
百
廿
七
年
ニ
也　
※
４

于
時
応
永
廿
二二

年
丁酉

十
月
念
八
日　

釈
光
憲
謹
記

19
二
〇
一

延
元
名
六
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主
多
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘

化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
四
年
壬
五
月
廿
日　

書
写
之
畢

20
二
〇
三

菰
田
名
十
一
ノ
内
／
壱
巻　

再
施
主　

勇
蔵
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

21
二
〇
四

（
欠
損
）
旦
名
七
巻
之
内
／
（
欠
損
）
巻　

森
三
郎
／
応
永
廿
五

歳
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二二

年
七
月
十
七
日
於
作
州
垪
和
庄
千
手
寺　

書
写
畢

22
二
〇
五

乗
安
名
三
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

林
兵
衛
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
と
也

応
永
廿
二二

年
六
月
廿
七
日
於
備
州
長
田
庄
鶴
峯
村
内
高
松
山

福
王
寺
書
写
畢

23
二
〇
六

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
八
五
郎
／
応

永
廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
歳
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
四
年
八
月
十
八
日

24
二
〇
七

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
再
施
主
三
巻
之
内
壱
巻
虎
吉
／
応
永
廿

五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

25
二
〇
九

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
壱
巻　

再
施
主　

仙
五
郎
／
応
永
廿
五

年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
二
也

応
永
廿
二二

年
九
月
十
五
日
書
写
之　
（
梵
字
）

26
二
一
〇

小
木
和
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

竹
治
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二二

年
九
月
廿
二
日
於
作
州
垪
和
千
手
寺
東
琳
坊
書
写

畢　

金
資
良
導

27
二
一
一

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
二
帙
一
」

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
三
巻
之
内
壱
巻
再
施
主
喜
五
郎
／
応
永

廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
歳
也

28
二
一
二

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
（
不
明
）」

定
元
名
三
巻
ノ
（
欠
損
）
／
再
施
主
（
欠
損
）
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

29
二
一
三

菰
田
名
十
一
ノ
内
／
壱
巻　

再
施
主　

兵
治
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巻
数

本
紙
裏
墨
書

見
返
し
墨
書

当
初
奥
書

後
筆
奥
書

30
二
一
四

（
第
一
紙
裏
） 「
□
□
□
二
帙
四
」

(

欠
損
）

以
摺
本
書
写
之

31
二
一
五

（
第
一
紙
裏
） 「
□
□
□
二
帙
五
」

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
乙
五
郎
／
応

永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
歳
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

32
二
一
六

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
二
帙
六
」

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
再
施
主
壱
巻　

斉
之
丞
／
応
永
廿
五
歳

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

33
二
一
七

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
二
帙
七
」

菰
田
名
十
一
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主　

若
狭
／
応
永

廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也　
※
２

34
二
一
八

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
二
帙
八
」

笹
ノ
旦
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

岩
右
衛
門
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘

化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

35
二
一
九

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
二
帙
九
」

乗
安
名
／
壱
巻　

再
施
主　

九
市
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年

ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也　
※
５

36
二
二
一

(
欠
損
）

応
永
廿
二二

禩
林
鐘
中
旬　

原
山
住
僧
禅
栄
房
也

大
永
二
年
壬午

霜
月
十
六
日
是
ヲ
書
者
也　

看
円
徳
蔵
坊
／
生
年

卅
六
才
也

37
二
二
二

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
三
帙
二
巻
成
」
菰
田
名
十
一
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻
再
施
主　

忠
蔵
／
応
永
廿

五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年

応
永
廿
二二

禩
林
鐘
中
旬　

原
山
住
僧
禅
栄
房

38
二
二
四

乗
清
名
廿
二
（
欠
損
）
／
再
施
主
三
巻
之
内
壱
巻　

虎
吉
／
応

永
廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

応
永
廿
二二

禩
夷
則
下
旬　

原
山
住
僧
禅
栄
房

39
二
二
六

末
清
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

伊
平
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二二

禩
菊
月
中
旬　

原
山
住
僧
禅
栄

40
二
二
七

菰
田
名
十
一
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

か
え
田
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二二

禩
十
月　

日　

原
山
住
僧
禅
栄
房

41
二
二
八

（
第
一
紙
裏
） 「
□
□
□
□
□
□
巻
成
」
菰
田
名
十
一
ノ
内
／
壱
巻　

再
施
主　

嘉
三
治
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二二

年
十
月　

日　

原
山
住
僧
禅
栄
房

42
二
三
〇

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
三
帙
十
巻
成
」
乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
平
蔵
／
応
永

廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
二二

年
小
春
中
旬　

原
山
住
僧
禅
栄
房

43
二
三
一

里
村
行
な
り
／
壱
巻　

再
施
主　

善
五
郎
／
応
永
廿
五
年
弘
化

四
年
ﾆ
四
百
廿
七
年
ニ
也

44
二
三
二

末
清
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

藤
蔵
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也
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巻
数

本
紙
裏
墨
書

見
返
し
墨
書

当
初
奥
書

後
筆
奥
書

45
二
三
四

近
安
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

徳
蔵
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

46
二
三
五

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
（
欠
損
）
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化

四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

47
二
三
六

乗
清
名
弐
十
二
ノ
内
／
壱
巻
再
施
主　

幸
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

48
二
三
七

小
木
和
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

彦
太
郎
／
応
永
廿
五

年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

49
二
三
八

畑
田
／
壱
巻　

再
施
主　

日
並
大
和
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四

年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

50
二
三
九

さ
だ
本
名
／
三
巻
之
内　

再
施
主
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年

ニ
四
百
廿
七
年
也　
※
４

51
二
四
〇

笹
ノ
旦
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

伊
助
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四

年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

52
二
四
一

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
三
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
喜
五
郎
／
応

永
廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
歳

応
永
廿
五
禩
七
月　

日　
　

禅

53
二
四
二

小
木
和
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

武
市
郎
／
応
永
廿
五

年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

書
写
畢

54
二
四
三

元
重
名
／
壱
巻　

再
施
主　

和
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年

ノ
四
百
廿
七
年
ニ
也

一
校
畢

55
二
四
五

（
第
一
紙
裏
） 「
□
□
□
五
帙
五
巻
」

近
安
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

長
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
六
年
七
月
六
日
書
写
畢

56
二
四
六

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
五
帙
六
巻
」

再
施
主　

定
本
名
三
巻
之
内
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ

四
百
廿
七
年
ニ
也

于
時
応
永
廿
六
年
歳
次

己
亥

七
月
廿
日

57
二
四
七

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
五
帙
七
巻
」

北
村
友
重
／
壱
巻　

再
施
主　

仙
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四

年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
六
年
己亥

南
呂
上
旬
書
写
畢

58
二
四
八

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
五
帙
八
巻
」

延
元
名
五
〆
之
内
／
壱
巻　

再
施
主
忠
八
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘

化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

59
二
四
九

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
五
帙
九
巻
」

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
壱
巻
再
施
主　

五
市
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
弐
百
廿
七
年
也
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巻
数

本
紙
裏
墨
書

見
返
し
墨
書

当
初
奥
書

後
筆
奥
書

60
二
五
一

（
第
一
紙
裏
墨
書
あ
り
ヵ
）

元
重
名
之
中
三
巻
／
壱
巻
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百

廿
七
年
ニ
也　
※
６

応
永
廿
五
年
林
鐘
上
旬　

書
写
了

61
二
五
二

（
第
一
紙
裏
） 「
□
□
内
六
帙
二
」

小
木
和
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主
清
助
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
六
月
十
四
日　

書
写
了

62
二
五
三

延
元
名
五
巻
之
内
／
壱
巻　

三
平
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年

ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
六
月
吉
日　

書
写
了

63
二
五
四

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
六
帙
四
」

末
清
名
八
巻
ニ
内
／
壱
巻　

再
施
主
庄
五
郎
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
六
月
十
八
日　

書
写
了

64
二
五
五

畑
田
／
壱
巻　

再
施
主
日
並
栄
女
／
応
永
弐
十
五
年
ゟ
弘
化
四

年
ニ
四
百
廿
七
年
也

応
永
廿
五
年
六
月
廿
一
日　

書
写
了

65
二
五
六

末
清
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主
市
之
丞
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

（
欠
損　

応
永
廿
五
年
ヵ
）
六
月
廿
三
日　

書
写
了

66
二
五
七

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
茂
吉
／
応
永

廿
五
年
ゟ
弘
化
四
歳
ニ
四
百
廿
七
歳
ニ
也

応
永
廿
五
年
六
月
廿
六
日　

書
写
了

67
二
五
八

近
安
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

万
吉
／
応
永
廿
五
年
弘

化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
六
月
廿
八
日　

書
写
了

68
二
五
九

（
第
一
紙
裏
） 「
□
百
内
□
□
□
」

定
本
名
之
内
／
壱
巻　

再
施
主
伝
治
郎
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化

四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也　
※
７

応
永
廿
五
年
七
月
四
日　

書
写
了

徳
蔵
坊
／
大
永
六
丙午

年
よ
り
御
経
人
数
秀
尊
参

69
二
六
〇

（
第
一
紙
裏
） 「（
欠
損
）
十
」

乗
清
名
二
十
二
之
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
乙
五
郎
／
応

永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
歳
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
七
月
八
日　

書
写
了

70
二
六
一

（
第
一
紙
裏
墨
書
あ
り
。
但
し
文
字
不

明
） 

笹
ノ
旦
名
七
巻
之
内
／
再
施
主
／
壱
巻
忠
蔵
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

71
二
六
二

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
三
巻
之
内
壱
巻
再
施
主　

喜
五
郎
／
応

永
廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

72
二
六
三

延
元
名
五
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
岩
太
郎
／
応
永
廿
五
年
弘
化

四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

于
時
応
永
廿
五
年
正
月
廿
三
日　

書
写
畢

73
二
六
四

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
弐
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主　

茂
吉
／
応

永
廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
歳
ニ
四
百
廿
七
歳　
※
８

74
二
六
六

末
清
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主
徳
治
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘

化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也
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巻
数

本
紙
裏
墨
書

見
返
し
墨
書

当
初
奥
書

後
筆
奥
書

75
二
六
七

里
村
を
う
ぞ
／
三
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
杉
三
左
門
／
応
永
廿

五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年　
※
９

応
永
廿
五
年
六
月
十
日
於
作
州
垪
和
賀
陽
谷
千
手
寺
書
写
訖

76
二
六
八

笹
ノ
旦
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施　

永
太
郎
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
四
百
廿
七
年
也

応
永
廿
五
年
六
月
十
五
日
書
写
之
訖

77
二
六
九

小
木
和
八
〆
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

留
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
八
月
四
日
於
作
州
垪
和
庄
西
方
千
手
寺
書
写
之

畢

78
二
七
〇

菰
田
名
十
一
ノ
内
／
壱
巻　

再
施
主　

栄
治
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
戊戌

八
月
八
日
於
作
州
垪
和
千
手
寺
東
琳
坊
書
写

訖
／
金
剛
資
□
□
也

79
二
七
一

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
八
帙
壱
□
」

（
欠
損
）

于
時
応
永
廿
五
年
三
月
廿
六
日
倭
文
庄
山
手
西
河
於
遍
照
寺

書
写
畢　

執
筆
自
空

80
二
七
二

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
八
帙
二
巻
」

小
木
和
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

兵
吉
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
卯
月
六
日

81
二
七
三

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
八
帙
三
巻
」

里
村
ぬ
く
い
／
壱
巻　

再
施
主
い
そ
吉
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化

四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
戊戌

卯
月
十
七
日
書
写
之

82
二
七
四

（
第
一
紙
裏
墨
書
あ
り
。
但
し
文
字
不

明
） 

延
元
名
五
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

乙
之
丞
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也  

近
安
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

喜
代
助
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年

ニ
也

83
二
七
五

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
八
帙
五
巻
」

弐
巻
ノ
内
壱
巻
／
再
施
主
／
広
末　

類
蔵
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘

化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也

84
二
七
六

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
八
帙
六
巻
」

里
村
を
う
ぞ
／
三
巻
之
内
壱
巻　

再
施
主
杉
三
左
門
／
応
永
廿

四
年
ゟ
弘
化
四
ニ
年
四
百
廿
七
年

応
永
廿
五
年
戊戌

八
月
三
日

85
二
七
八

乗
安
名
三
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

新
之
助
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
ニ
年
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
五
年
九
月
二
日

86
二
七
九

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
八
帙
九
巻
」

末
清
名
八
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

林
□
／
応
永
廿
五
年
ゟ

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

応
永
廿
六
年
二
月
二
日

87
二
八
〇

（
第
一
紙
裏
） 「
三
百
内
八
帙
十
」

笹
ノ
旦
名
七
巻
之
内
／
壱
巻　

再
施
主　

庄
松
／
応
永
廿
五
年

ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
ニ
也

庄

大
永
三
年
癸未

年
よ
り
御
経
人
数
参
候
秀
海

88
二
八
二

元
重
名
中
三
巻
／
壱
巻
／
応
永
廿
五
年
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿

七
年
ニ
也
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巻
数

本
紙
裏
墨
書

見
返
し
墨
書

当
初
奥
書

後
筆
奥
書

89
二
八
三

広
末
名
弐
巻
之
内
／
再
施
主　

壱
巻
徳
治
／
応
永
廿
五
年
ゟ
／

弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也　
※  10

応
永
廿
五
戊戌

五
月
十
四
日　

庄
田
住
人
在
家
者
□
□
書
写
畢

90
二
〇
二
ヵ

乗
清
名
二
十
二
ノ
内
／
再
施
主
三
巻
ノ
内
壱
巻　

虎
吉
／
応
永

廿
五
歳
ゟ
弘
化
四
年
ニ
四
百
廿
七
年
也　

※
1　

語
順
が
異
な
る
の
は
修
理
時
の
錯
簡
と
思
わ
れ
る
。	

	
	

	

※
2　
「
若
狭
」
は
貼
紙
の
墨
書
で
、
そ
の
下
に
「
日
並
若
狭
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。	

	

※
3　
「
中
三
巻
」
は
貼
紙
。	

	
	

	
	

	

※
4　
「
定
本
名
」「
さ
だ
本
名
」
の
下
（「
四
巻
之
内
」）、「
三
巻
之
内
」
の
下
（「
壱
巻
」）、「
再
施
主
」
の
下
（「
市
之
丞
」）
を
貼
紙
で
隠
す
。

※
5　

貼
紙
「
乗
安
名
」
の
下
に
「
□
□
名
中
四
巻
之
内
」
と
あ
り
。	

	
	

	

※
6　
「
元
重
名
」
か
ら
「
壱
巻
」
の
半
分
ま
で
貼
紙
。	

	
	

	

※
7　
「
定
本
名
之
内
」「
施
主
伝
治
郎
」
は
貼
紙
。		

	
	

※
8　
「
再
施
主　

茂
吉
」
は
別
筆
ヵ
。	

	
	

	
	

※
9　
「
杉
久
」
は
貼
紙
。	

	
	

	
	

	

※
10 　
「
徳
治
」
の
下
に
「
□
蔵
」
と
あ
り
。	

	

表
3
　
見
返
し
墨
書
修
理
分
担
整
理
表

名 割当 巻 計

近安名 七巻 182 196 198 234 245
258 274(2) 7 巻

乗清名 二十二巻

183 187 189 206 207
209 211 215 219 202 ヵ
224 230 235 236 241
249 257 260 262 264 

20巻

乗安名 三巻 184 205 278 3 巻

笹ノ旦名 七巻 185 204 216 240 261
268 280 7 巻

菰田名 十一巻 186 193 199 203 213
217 220 227 228 270 10巻

末清名 八巻 190 197 226 232 254
256 266 279 8 巻

定本名 四巻 192 200 212 239 246 
259 6 巻

元重名 三巻 194 243 251 280 4 巻

延元名 六巻 201 212 248 253 263
274(1) 6 巻

小木輪名 八巻 195 210 237 242 252
269 272 7 巻

行成名 231 1 巻

広末名 二巻 275 283 2 巻

里村をうぞ 三巻 191 267 276 3 巻

里村ぬくい 273 1 巻

畑田 238 255 2 巻

北村友重 247 1 巻

（不明） 214 221 271 3 巻
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写真 5 　巻第一八二

写真 4 　刀八神社
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写真 7 　巻第一九八

写真 6 　巻第一九一
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写真 9 　巻第二一〇

写真 8 　巻第二〇五
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写真11　巻第二二一

写真10　巻第二一四
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写真13　巻第二五九

写真12　巻第二五一
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写真15　巻第二七一

写真14　巻第二六六




